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【巻頭言】 

 

「学会で盛り上がろう」 
（次期ソサイエティ会長／副会長研究技術会議担当） 

川西 哲也（早稲田大学） 
 

 「学会を盛り上げよう」という言葉をよく耳にします。

「○○を盛り上げよう」というのは前向きで非常にいい響

きのような気がします。では、なぜ盛り上げないといけな

いのでしょうか。それは、参加している方々が盛り上がる

ためのプラットフォームを確立するためだと思います。電

子情報通信学会では会員数の減少が続いていて、これに歯

止めをかける対策の必要性がさけばれて久しいです。もち

ろん、組織体として健全にその機能を果たすためには極め

て重要な要素で、今後も、会員数を増加させて「学会を盛

り上げよう」とするための活動は必要であると思います。

ここでは、少し視点を変えて「学会で盛り上がろう」とす

るにはどうすればよいかということを考えてみたいと思

います。 

 学会での発表や講義で話を聞いてくれる人がたくさん

いるときはうれしい気分になるものです。逆に、聴衆が少

ないときはどうでしょうか。少しがっかりした気持ちにな

るかもしれませんが、いろいろな事情がある中、来ていた

だいている方々に対して、せっかくの少数でやりとりでき

る機会なので、いつも以上に懇切丁寧に説明しようと思う

のではないでしょうか。これは、聴衆の数が、発表や講義

の価値を決めるものではないということを示していると

いうことだと思います。ただ、現実問題として、対面講義

の場合を考えると、大講義室で数名の聴衆ということが続

くと、設備をもてあましていることになりますし、光熱費

もかかります。つまり、効率が悪いといえます。これに対

して、オンライン講義ではどうでしょうか。通信トラフィ

ックの問題もありますが、参加人数が大きく変動しても柔

軟に対応できます。つまり、オンライン講義は対面講義よ

りもスケーラビリティが高いといえます。もちろん、対面

講義の方が、効果が高い面もありますし、講義室の大きさ

という物理的制約を解消するためにいろいろな大きさの

講義室を組み合わせて使うというのも有効でしょう。 

 電子情報通信学会で開催されるイベントは規模の大き

な国際会議から小さな研究会まで様々です。大規模なイベ

ントがその意義が大きいことは論を待ちませんが、小さな

イベントもその役割は大きいと思います。すでに注目を集

めているトピックスであれば多数の参加者が見込めます

が、新しすぎる研究分野では興味をもつ人が限られてしま

います。話題のテーマ、新規の分野のどちらかがあればよ

いということではなく、どちらの場も提供する必要があり

ます。 

参加される皆さんが「学会で盛り上がる」ことができて

いるかどうかが大切です。その結果、「学会が盛り上げる」

ことにつながるはずです。これをスムーズに進めるために

は、学会の仕組みがスケーラブルであることが重要です。

種々の活動には内容をしっかり企画することが第一です

が、事務手続きももちろん必要になります。様々な規模の

イベントに対応するためにこの事務手続きの負担が重く

なってしまうという課題があったように思います。電子情

報通信学会ではこれに対して、各研究専門委員会での事務

負担を低減するための取り組みがはじまっています。皆さ

んが「学会で盛り上がる」ための時間をこれまで以上に確

保できるようになることが期待されます。学会はプラット

フォームですので、皆さんが盛り上がることができる企画

を自由に提案していただければと思います。 

 皆さんが各所属機関で企画されているイベントの中に

は、対外的にオープンなもの、もしくはオープンにできる

ものもあるかと思います。大学では学位論文審査にかかる

発表会をオープンな形で実施されているところもありま

すし、規模の小さな研究会は多数開催されています。企業

内でも、対外的に発信することを目的としたイベントが催

されています。電子情報通信学会は非営利団体ですので、

その目的に沿ったものである必要はありますが、皆さんが

身近なところで開催されていたものをベースによりオー

プンな形としていくために学会をプラットフォームとし

て活用するという考え方があり得ると思います。各企業・

大学に閉じずにオープンに議論することで新たな方向性

を見いだすというのがオープンイノベーションの根幹で

す。スケーラブルで効率の高い学会は、このような新たな

動きのプラットフォームとして、皆さんが盛り上がる場を

提供することができるはずです。 

 まずは、参加者数や会員数のことをあまり気にせずに、

是非、皆さんが「学会で盛り上がる」ことができる企画が

あれば、是非、前に進めていただければと思います。参加
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者数や会員数は一つの指標として後からついてくるはず

です。まだまだ、使いやすいプラットフォームになりきっ

ていないところはあろうかと思いますが、今後に期待して、

是非、学会を使いこなしていただければと思います。 
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